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暑さに強く安定生産できる
小ネギ『夏元気』の品種開発



１ 取組の背景

「博多万能ねぎ」などの小ネギは福岡県の重要な農産物

○福岡県は全国１位の小ネギ生産県

○１年中出荷

小ネギは、夏に需要が多く（薬味）、値段も高くなるが、

夏期の生産は不安定で出荷量が少ない



１ 取組の背景

なぜなら、暑くなると

○葉色が薄くなる（品質上重要）

○１本当たりの重さが軽く、収量が少なくなる

○葉先枯れなど規格外品の発生が多くなる

⇒対策が必要 『夏を制すれば、ネギを制す』
（温暖化への適応がきっかけではない）



２ 取組の内容

平成１５年から

①葉色が濃く

②収量が多く

③葉先枯れ症の発生が少ない

品種を目標として、育成を開始し、
このような特性を持つ品種として

「夏元気」を開発した

既存の品種から親と
なるものを選定

■開発プロセス



２ 取組の内容

○開発時の課題と対応

⇒膨大な数の素材の中から、もともと暑さに強いもの
を見つけ出し、それらについて膨大な組合せの交配を
行う必要がある

⇒国のジーンバンクのネギの全品種をもらってきて、
夏に作ってみた

⇒その中から、暑さに強そうなもの、品質の良いもの
をかけ合わせた。（３，０００通りの組合せを試した。）



３ 取組の成果

「夏元気」を

○暑さに強く高品質で

○美味しい

小ネギとして開発できた。

⇒Ｈ２２年１月に品種登録出願、同
年６月に出願公表された。



■「夏元気」の夏出し栽培における品質など（他品種との比較）



■「夏元気」への生産者の評価



４ 今後の展開

○現在、現地での栽培試験に
よる品種の評価を行いながら、
Ｈ２４年度からは十分量の種
子を供給できるよう準備中。

○夏期の栽培に活用してもら
い、安定生産に貢献したい。

○また、ブランド農産物 『博多

万能ねぎ』などの一つとして売
り込んでいきたい。



図表および写真の出典

■福岡県農業総合試験場資料

■福岡県農産物ブランド化推進協議会ホームページ

「ファームステーションふくおか」

■ＪＡ全農ふくれん園芸部ホームページ「博多元気ドットコム」


